
 やれる時に、やれる人が、 

やれることをやろう   

2023年度 父母の会 会長 山中 隼也 

平素より父母の会活動にご理解とご

協力を賜り、誠にありがとうございます。

令和5年度より父母の会会長を務めさせ

ていただくことになりました山中隼也で

す。初めての会長職ということもあり分か

らないことばかりですが、これまでの

OB・OGの皆様の素晴らしい軌跡を引き

継いでいけるよう一層の精進を重ね、子

どもたちや保育園のために邁進して参

りますので、よろしくお願いいたします。 

さて、今年度も『やれるときに、やれ

る人が、やれることをやろう』をモットー

に、父母の会活動を行っていきたいと

思います。新型コロナウイルスによる制

限も徐々になくなってきたことで、今まで

中止となっていた行事も少しずつです

が開催できるようになり、本年度は、昨

年まで中止となっていた一日保育士月

間を行うことができるなど、今までできな

かったことができるようになってきまし

た。また、ボランティア清掃では、園長

先生のご厚意で普段子どもたちが食べ

ている給食を食べさせていただき、子ど

もたちが普段とても美味しい給食を毎日

食べていることを知ることができました。

新型コロナウイルスが5類に移行された

とはいえ、まだまだ油断できない状況が

しばらく続くと思いますが、引き続き、健

康と安全管理を第一に考え、子どもた

ちが楽しくのびのび過ごせるよう、父母

の会の皆様でつぼみ保育園をバック

アップしていきたいと思います。 

先生方におかれましては、いつも子

どもたちや私たち保護者一人ひとりと真

剣に関わってくださり本当にありがとうご

ざいます。子どもたちが楽しく園に通

い、私たちが安心して仕事が出来るの

も先生方のお陰です。心より感謝申し

上げます。 

今年度からは、行事も少しずつ増

え、皆様とお会いできる機会が徐々に

増えてくることと思っております。引き続

き、健康と安全管理へのご協力をお願

いする中ではありますが、今後とも父母

の会活動にご理解とご協力のほど何卒

よろしくお願いいたします。 

最後になりますが、皆様のご健康と、

益々のご繁栄を心よりお祈り申し上げま

す。新型コロナウイルス感染症がこのま

ま収束し、皆様が新型コロナウイルス前

と同じ生活を送ることができますように...  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 

今
年
四
月
に
こ
ど
も
家
庭
庁
が
で

き
、
「こ
ど
も
ま
ん
な
か
」
社
会
を
目
指

す
こ
と
が
謳
わ
れ
ま
し
た
。 

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」社
会
と
は
常
に

こ
ど
も
の
利
益
を
第
一
に
考
え
、
こ
ど

も
に
関
す
る
取
組
・
政
策
を
社
会
の
真

ん
中
に
据
え
る
社
会
を
意
味
す
る
。
す

べ
て
の
こ
ど
も
、
誰
ひ
と
り
取
り
残
す

こ
と
な
く
、
そ
の
命
を
守
ら
れ
、
自
分

ら
し
く
、
健
や
か
に
、
安
心
し
て
過
ご

せ
る
よ
う
に
、
こ
ど
も
や
子
育
て
を
し

て
い
る
人
の
目
線
で
、
こ
ど
も
の
権
利

を
大
切
に
す
る
な
ど
、
常
に
こ
ど
も
に

最
も
良
い
こ
と
は
何
か
を
考
え
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
。
（こ
ど
も
家
庭
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
） 

輔
仁
会
の
保
育
理
念
『こ
ど
も
た
ち
に

最
善
の
喜
び
と
幸
せ
を 

子
育
て
に
夢

と
力
を
』は
、
「こ
ど
も
ま
ん
な
か
」社
会

そ
の
も
の
で
す
。 

「こ
ど
も
ま
ん
な
か
」は
保
育
の
鉄
則

で
す
。
私
た
ち
は
、
ず
っ
と
前
か
ら
い
つ

だ
っ
て
「こ
ど
も
ま
ん
な
か
」を
軸
に
保

育
し
て
き
ま
し
た
。 

で
す
か
ら
今
ま
で
利
益
を
生
み
出
す

就
労
者
つ
ま
り
大
人
に
重
き
を
置
い
て

い
た
社
会
が
、
や
っ
と
将
来
を
担
う
こ

ど
も
達
を
軸
に
据
え
た
社
会
へ
転
換
し

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
嬉
し

く
、
期
待
し
て
い
ま
す
。 

こ
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
尊
重
し
愛
情

を
も
っ
て
社
会
全
体
で
育
て
る
仕
組
み

を
作
り
、
働
く
保
護
者
を
含
む
子
育
て

家
庭
の
あ
ら
ゆ
る
方
に
と
っ
て
子
育
て

し
や
す
い
社
会
に
な
れ
ば
ど
ん
な
に
い
い

で
し
ょ
う
。 

社
会
の
取
り
組
み
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
す
。
「こ
ど
も
ま
ん
な
か
」社
会
が
絵

に
か
い
た
餅
に
な
ら
な
い
よ
う
に
そ
の
動

向
を
見
据
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
保

護
者
の
皆
様
と
共
に
「こ
ど
も
ま
ん
な

か
」の
実
践
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

こ
ど
も
も
大
人
も
み
ん
な
が
今
を
幸

せ
に
感
じ
て
、
特
に
子
ど
も
や
若
い
人

が
未
来
に
夢
や
希
望
を
も
っ
て
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
に
な
る
こ
と
を
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。 
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コ
ロ
ナ
が
感
染
症
法
上
の
５
類
に
移
行

し
、
世
の
中
が
元
の
日
常
に
戻
り
始
め
て
い

ま
す
。
人
々
が
マ
ス
ク
を
外
し
、
心
置
き
な

く
語
り
合
い
食
事
を
共
に
し
一
緒
に
歌
え

る
、
こ
ん
な
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。 

三
園
で
も
親
子
保
育
や
一
日
保
育
士
が

復
活
し
、
保
護
者
の
方
か
ら
「
園
で
の
子
ど

も
た
ち
の
生
活
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で

き
嬉
し
い
」
と
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
離
れ
て
い
る
間
の
我
が
子
の
姿
を
知

り
た
い
、
と
い
う
思
い
は
当
然
で
す
、
こ
れ

ま
で
も
ど
か
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

３
年
間
、
園
内
の
様
子
を
見
て
頂
く
機

会
は
激
減
で
し
た
が
、
例
年
と
変
わ
ら
ぬ

豊
か
な
経
験
を
と
の
思
い
で
職
員
皆
で
関

わ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
年
齢
に
ふ
さ
わ
し

い
成
長
を
遂
げ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。 

マ
ス
ク
が
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち
は
こ
の

人
が
ど
の
保
育
士
な
の
か
誰
の
お
母
さ
ん

な
の
か
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
す
ご
い
な
あ

と
思
い
ま
す
。
乳
幼
児
が
人
の
顔
を
認
識

す
る
時
に
先
ず
注
視
す
る
の
は
、
自
分
に

向
け
ら
れ
た
視
線
だ
そ
う
で
す
。
そ
し

て
、
目
の
表
情
か
ら
人
の
感
情
を
読
み
と

る
こ
と
を
覚
え
る
の
で
し
ょ
う
。
顔
の
表
情

だ
け
で
な
く
声
の
ト
ー
ン
や
身
体
の
仕

草
、
心
地
よ
い
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

な
ど
か
ら
、
自
分
が
愛
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
で

し
ょ
う
。 

大
人
に
し
て
も
、
目
と
目
を

き
ち
ん
と
見
つ
め
合
っ
て
話

を
す
る
こ
と
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
上
で
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
改
め
て

思
い
ま
し
た
。 （前  

新
宮
つ
ぼ
み
保
育
園 

園
長
） 

  
 

           

   
 

どうする 「保育士配置基準」 理事長 大浦 純平 

政府が年頭の記者会見で掲げた「異次元の少子化対策」に大いに期待を寄せてい

ました。首相は少子化対策を含むこども関連予算を倍増する考えを従来から示しており、

いよいよ始まるのだと身震いがしました。 

 中でも私が期待したのは職員の配置基準の見直しです。当初、政府は「たたき台」に

おいて、「75年ぶりの保育士の配置基準改善」を明記し、「1歳児は6対1から5対1へ、

4・5歳児は30対１から25対１へと改善する」としていましたが、手のひらを返すように「雇用

が間に合わず、保育現場に混乱が生じる可能性がある」などとして撤回しました。  

 

近年、「０歳児は6対1から３対１」「３歳児は20対1から15対１」と改善されてはいるもの

の「４・５歳児」と「１・２歳児」の配置基準は手つかずのままです。 

右表（OECDによる）は世界の配置基準の比較

表ですが、日本の厳しい状況がお分かりいただける

と思います。更に言えば、国の改善案の「4・5歳児

の25対１」という数字は外国の現状と比較して見れ

ば、まだまだ改善とは程遠い数字です。 

『悲しい事ですが、世間では今、「不適切な保

育」が取り沙汰されています。保育関係者が真摯

な姿勢でその根絶を目指すのは当然ですが、その一因がこの配置基準にあるとすれば

由々しき問題だと言えなくもありません。』 

しかし、6月16日に閣議決定された『経済財政運営の基本方針2023（いわゆる「骨

太方針」）』では、「少子化対策・こども政策の抜本強化」の中で 「職員配置基準の

改善も見据え、保育人材の確保の強化と現場の負担軽減を図る」 と明記がされたこ

とは救いではあります。今後の予算化について期待しつつ注目していかねばなりません。 
 

少子化は、経済の成長力の低下をもたらすとともに、年金・医療など社

会保障制度の安定性を揺るがすものです。この点から「静かなる有事」

とも呼ばれています。遅きに失した感は否めないものの、現政権がようやく

少子化対策に本格的に力を入れ始めたことを多いに歓迎したい。 

 

( 元  さわらび保育園 保父 / つぼみ保育園 園長  ) 

世界の幼児教育における保育士の配置基準 

 日本 アメリカ イギリス フランス ドイツ 

0歳児 ３人 
４人  ３人 

５人 

〜 

８人  

６人  １歳児 
６人 

2歳児 ５人 ４人 

3歳児 １５人 ７人 

１３人  １５人  １３人  ４歳児 
３０人  

８人 

5歳児 ９人 



2023年度  父母の会役員 
 

会長   山中 隼也 (すみれ) 

副会長  

渡邊 つくみ (れんげ) 

兼田 智行 (さくら) 

王 本志 (すみれ) 

会 計 

吉浦 未貴 (さくら) 

山田 暢子 (なずな) 

安達 真知子 (わらび) 

石井 美穂 (わらび) 

川﨑 佑美 (さくら) 

川越 亮治 (つくし) 

書 記  中村 章俊 (すみれ) 

加藤 誇乃美 (なずな) 

監 事 
庄崎 万梨惠    (わらび) 

山田 絵里香    (つくし) 

委 員  

森田 英資 (う め) 

大野 征之 (れんげ) 

大浦 哲平 (つくし) 

石井 竜之宥 (なずな) 

おやじの会 濱田 泰暢 (つくし) 

■
お
昼
寝
は
ベ
ッ
ト
で
寝
て
い

ま
す 

昨
年
10
月
よ
り
お
昼
寝
は
コ
ッ
ト

（簡
易
ベ
ッ
ト
）
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
寝
床
が
床
か
ら
離
れ
て
い
る

の
で
衛
生
的
で
、
冬
場
は
床
暖
房

も
入
れ
る
事
が
出
来
る
の
で
暖
か

く
、
夏
は
風
通
し
も
よ
く
快
適
で

す
。
ま
た
、
シ
ー
ツ
交
換
も
私
た
ち

職

員

が

行
う
事
で

夕
方
の
駐

車
場
の
混

雑

も

緩

和
さ
れ
て

い
ま
す
。

今

年

度

か
ら
新
入
園
児
は
全
員
、
コ
ッ
ト
を

利
用
し
て
頂
て
い
ま
す
。
収
納
ス

ペ
ー
ス
や
出
し
入
れ
に
ま
だ
慣
れ

な
い
所
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も

た
ち
は
落
ち
着
い
て
昼
寝
を
し
て

い
ま
す
。 

 ■
園
舎
の
外
壁
を
修
繕
・
塗
装

し
ま
し
た 

昨
年
度
末
よ
り
園
舎
周
り
に
足

場
を
組
ん
で
外
壁
の
修
繕
工
事
が

始
ま
り
、
今
年
度
の
6
月
に
終
わ

り
ま
し
た
。
綺
麗
に
な
っ
て
園
舎
が

蘇
り
ま
し
た
。
昨
年
10
月
に
完
成

し
た
新
し
い
保
護
者
駐
車
場
か
ら

見

え

る

園

舎

の

壁
に
つ
ぼ

み

保

育

園

の
名

前

が

表

記

さ

れ

て

い

ま

す
。 

ト
ピ
ッ
ク
ス 

 

  

主
任
保
育
士 

 猿
渡
健
一  

「保護者の方と一緒に汗をかく喜び」     主任保育士 猿渡健一 

私は、例年保護者の皆様と「ボランティア清掃」や「つぼみぶち合わせ太

鼓」、「運動会準備・片付け」などを一緒にする事を楽しみにしています。こ

れらの事を一緒にすることで園との繋がりがより深まる機会だと思い励んでき

ました。しかし、昨年度まではコロナで人数制限や時間短縮、マスク着用など

で思うように一緒に出来なかったことに対して残念に思っていました。それが

今年度からコロナが5類に移行されたことで元に戻れる喜びが増しています。

そして7月に行われた「ボランティア清掃」で私も久しぶりにプール掃除担当

になり、お手伝いして頂いたお父さんたちと楽しく作業することが出来て嬉し

かったです。また、清掃後には遊戯室での食事会（給食を食べていただきまし

た）もする事ができ、元に戻りつつあることが実感できました。今現在は、土

曜日のお昼に青組保護者有志による「つぼみぶち合わせ太鼓」の練習を行って

います。ご近所への配慮のため太鼓にタオルやゴムをのせて1時間だけという

短い時間ですが、保護者の方と一緒に楽しく太鼓を叩いています。子どもたち

のつぼみ太鼓の前座として叩く為、こちらは

昨年同様、太鼓1台を2人で叩きます。従来の3

人で叩くぶち合わせ太鼓もいつかはやりたい

と願いつつ練習に励んでいます。最後に、9月

末には運動会があります。保護者の方にお手

伝いをしていただく場面もあると思います。

一緒に汗をかいてたくさんの保護者の皆様と

交流を深めていきたいと思います。 

2023年度   職員一覧 

(8月1日現在 64名) 

園 長 小島 千枝 

本      園  

主 任  西村 美香・猿渡 健一 

副主任 幾度 良恵 

給食主任 岩﨑 真樹 

事務主任 大浦 理絵 

もも組  

津田 豊子・山下 佳江 

山口 彩乃・木川 沙央理 

楢橋みなみ・野田 美和子 

川端まい・米村 美智子 

うめ組  

佐藤 結菜・浜川 真綸 

幾度 良恵・向吉 鈴穂 

小西 真弓・柴田 彩佳 

清水 淳子・野﨑 絵美 

さくら組  

福﨑 夏弥・本田 明理 

猿渡 健一・市川 優羽奈 

川口 ますみ・阿部 俊子 

越治 和代・小田 晃子 

星野 由起 

奥村 津矢・田中 名留美 

すみれ組 木之下 文・内田 久子 

れんげ組 冨成 真樹子・折居 香織 

つくし組 石橋 優希・江上 美香 

大住 萌・長田 佑佳     
わらび組  

岩永 帆乃花 

なずな組  
大川 未来 

岩永 松枝・原 真理子 

給食員 

岩﨑 真樹・城戸 奈緒 

河津 和美・上田 愛 

久保 淳子・岡﨑 千代 

松浦 美智子・造士 恵美 

用務員 岩﨑 直子・堤 涼司 

【育休中】 田中 茄穂・秦 祐美 

分       園  

分園主任 宮川 京子 

保 育 士  

大塚 菜央・山下 桃羽 

德永 瑶子・古里 ゆず樹 

田中 孝子・田中 富美子 

福徳 春香・野中 智子 

津田 眞子 

「行事の見直し」〜コロナ禍で得たもの〜   主任保育士 西村美香 

↑清掃後、遊戯室での会食  

（希望者のみ） 

↑運動会の朝、お手伝いの保護

者の皆様とテント立て 

（2017年度の様子） 
↑只今練習中 

新型コロナが猛威を振るった４年間。マスクを付けて子どもたちの前に立

ち、一人感染する度に保健所(途中から感染者急増の為福岡市こども未来局

子育て支援課)へ連絡し、その後、濃厚接触者(濃厚接触該当可能性者)を特

定し保護者の方に連絡していました。施設内での消毒・換気の徹底、子ども

たちや職員の健康管理と、気の休まる日はありませんでした。 

日々の保育と行事の内容、緊急時の対応等、一つ一つ決めて行く必要が

あった為、話し合う機会を沢山持ちました。その中でも行事の見直しは、子ど

もたちに、保護者の方に納得してもらえるような形にすると同時に、職員の働

き方を検討する貴重な機会になりました。今年度５月半ばからマスクを外して

の保育を行っています。外したばかりの頃は子どもたちに、こんな顔だった

の？と言いたげな表情でじっと顔を見られました。 
 

◎コロナ禍で制限していた行事は、完全ではないですが少しずつ復活

しています。 

・年長マリンワールドお別れ遠足は4年ぶりに年長(赤･白･青)みんな

で行くことができました。 

・5月の親子保育はコロナ禍では、年少(もも･うめ･さくら)年長(赤･

白･青)それぞれが土曜日毎に人数制限をしクラス別に行っていまし

たが、今年度は年少・年長2日に分けて行いました。 

・一日保育士月間は午前中だけの保護者1名のみ参加、年長は５月～

６月にかけて年少は７月に行いました。 

・青組行事のお泊まり保育は、「夜まで保育」に縮小していました

が、今年度は元のように一泊する事が出来ました。 

・合同音楽祭は三園入れ替え制で行ってい

ましたが、今年度は三園合同での開催を

検討中です。 

◎変更した行事 

・運動会：年長(赤･白･青)だけで行いま

す。年少(もも･うめ･さくら)は、10月に

運動あそびを交えた親子保育を計画して

います。 

・作品展：12月の遊戯室展示は行いません。

年長５クラスは飾り棚(玄関ホール内)に年

少(もも･うめ･さくら)はその都度保育室に

作品を飾ります。7月に青組は、遊戯室ス

テージ上に積み木/ラQ/ブロックを使った

共同制作を展示しました。 

◎職員の研修 

・コロナ初期は職員研修が中止になっていま

したが、しばらくするとオンライン研修が

充実し学ぶ機会ができていました。徐々に現場での研修が増えて

います。法人合同研修も今年度は行います。 
 

保護者の皆様には日頃より多大なご協力を頂きありがとうございます。まだ、

コロナや他の感染病が流行る可能性があります。これからも、体調管理、感染

症予防に努めていきます。今後ともよろしくお願いいたします。 

↑子どもの作品を飾った

飾り棚 

↑今年度の年長親子保育 

↑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃 


